
 

 

 

 今回は、７月３１日（水）に桃山南小学校 安藤友里教諭に行っていただいた、授業実践力

向上講座から「全ての児童を取りこぼさない細かなテクニック」について紹介させていただき

ます。 

内容項目：Ａ 善悪の判断、自律、自由と責任  

第２学年「わりこみ」（「生きる力」日本文教出版） 

 本時の「ねらい」 

  してよいこととよくないことを区別するときは、人に左右されることなく自分でよく考え

ることが気持ちのよい生活に つながることを理解し、よいと思うことを行う態度を養う。 

 

 

 

 

 

            ↓ 

その為の細かなテクニックがいっぱい！！ 

 

 

 

 

導入で→「先生もそんなことあるわ。」この発言。 

児童に共感♡ 児童が安心して発言できる工夫 

お話を読む前に→「今回の登場人物は〇〇。でも、ぼくの気持ちになってお話を聞こう。」 

児童がお話を聞く視点が絞れて Good 
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さらりと模擬授業をされていましたが、

ポイントがいっぱい！！ 
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安藤先生が授業において大切にされていること 

１ みんなが参加できる授業づくりをする  

～思いを表出できる場を設定～ 

２ 板書をシンプル化させる ～挿絵は大きく、言葉は少なく～ 

教材を読みながら挿絵を貼っていく。 

気づけば児童がお話の中に 

入り込んでいる。 

いつの間にか板書も完成！！ 

全ての児童を同じ土台に立たせる工夫 

お話が分かれば話し合いに参加できる 



 

挿絵の大きさ→本時のねらいによって大きくしたり、小さくしたり枠の色を変えたり。 

全て児童がお話の内容を理解できるための工夫のひとつ。 

挿絵は、長方形だけじゃない。ちょっとカットするだけで雰囲気がいっきに 

変わる。 
 
役割演技→登場人物の気持ちを語れる工夫 

授業では、お面を使われましたが、研修会の為に大きく拡大してくださいました。 

     今回、カチンコも登場「カチッ！！」いっきに児童は、お話の中の登場人物に…。 

途中で挿絵も移動する。とってもイメージわきやすい。 

役割演技をしていない見ている児童も登場人物の動きがよくわかる。 

これで、話し合いにみんなが参加できる。 

     みんなが、気持ちを語りたくなる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

展開後段→導入で子どもたちが発言した言葉が 

     登場。 

     心の変化がわかりやすい♡ 

 

終末時の板書→児童がこの板書を見たときに今日学習したことをすっと思い返せる。 

児童の発言全てを板書するのではない。キーワードとなる言葉を書くことで 

頭にすっと学習したことが入ってくる。 

 

 

 

 

 

 

                       終始温かい雰囲気のクラスの様子が目に浮 

かびます。安藤先生ありがとうございまし 

た。道徳の学習の時間は、温かい雰囲気で 

全ての児童を取りこぼさない工夫を先生方 

の創意工夫でしていただけたらと思います。 

 

【文責 河田 理江（開睛小中学校）】 

カチッ!! 

だからと言って毎回役割演技は× 

手段であって目的にならないように 
見ていたみんなもどう思う？ 


